

























書 3,849点、洋図書 2,666点、和雑誌 972誌、洋雑誌 586誌、および文書資料 2,451点となって
いる。文書資料の中心は運営資料であり、最も古いものは 1925年に作成されたもので、これを含
め旧民族学会時代以前の文書は 55点ある。民族学協会時代の文書は、1942年から 1945年までが
























































































































共同研究職分 氏　名 所属機関 専　　　　門 所属期間
5．常民文化資料共有化システムの開発
　5-1　第二次大戦中および占領期の民族学・文化人類学
代表者 泉水　英計 神奈川大学 社会人類学 2009. 8. 4 ～2014. 3. 31
共同研究者 菊 地 　暁 京都大学 民俗学 2009. 8. 4 ～2014. 3. 31
共同研究者 木名瀬高嗣 東京理科大学 文化人類学 2010. 6. 21 ～2014. 3. 31
共同研究者 金　 広 植 東京学芸大学 歴史民俗学 2009. 8. 4 ～2014. 3. 31
共同研究者 坂 野 　徹 日本大学 科学史 2009. 8. 4 ～2014. 3. 31
共同研究者 重信　幸彦 国立歴史民俗博物館 民俗学、都市生活文化研究 2012. 5. 1 ～2013. 3. 31
共同研究者 清水　昭俊 神奈川大学 文化人類学 2009. 8. 4 ～2014. 3. 31
共同研究者 谷口　陽子 専修大学 文化人類学 2009. 8. 4 ～2014. 3. 31
共同研究者 中生　勝美 桜美林大学 社会人類学 2009. 8. 4 ～2014. 3. 31
共同研究者 三浦　啓二 元外務省 日バルカン関係、ルーマニア民俗学
2012. 5. 1 ～
2013. 3. 31
研究協力者 王　　　京 北京大学 民俗学 2010. 6. 21 ～2014. 3. 31
研究協力者 高倉　浩樹 東北大学 文化人類学 2010. 6. 21 ～2011. 7. 6
研究協力者 田口　理恵 東海大学 文化人類学 2009. 8. 4 ～2014. 3. 31
共同研究職分 氏　名 所属機関 年　月　日
研究会発表者 全　 京 秀 ソウル大学校 2012. 12. 9






業務協力者 小磯　詩織 2011. 12. 1 ～ 2012. 3. 31
業務協力者 内藤　久義 2009. 10. 22 ～ 2011. 3. 31
業務協力者 舟山　宜宏 2010. 12. 1 ～ 2012. 12. 27
